落成祝賀会　謝辞　2016.1.6

ニシエフの代表を務めております、堀井です。平素、大変お世話になり、厚く御礼を申し上げます。

本日は、新年早々のお忙しい中、当社の新工場落成祝賀会にご臨席賜り、ありがとうございました。
新工場建て替えの設計・監理につきましては、旧工場の耐震補強工事の時よりお世話になっておりました「椋木建築構造事務所」様に、お願いし、２年間もの間、熱心に、設計作業をしていただき、私達の期待を遥かに上回る工場になりました。　社長様、そして、章弘様に御礼を申し上げます。

建設工事に関しましては、長いお付き合いをいただいた「安成工務店」様にお願いし、半年にわたる工事期間中は、田中課長様、野間様が、毎日ここに通われ、私達の生産工程と並行しながらの難しい工事にも関わらず、円滑に進めていただきました、このように立派な工場を完成していただき、安成社長様、田中専務様、静間取締役様、そして何度もお見積りいただき、お電話すればすぐに駆けつけて下さいました大野取締役様、他、全ての工事関係者の皆様にこの場をお借りして、深く御礼を申し上げます。

旧工場は、現在の日本触媒（当時の日本触媒化学工業）が造船所の形もないこの地に工場を建設し、豊北町の誘致企業の１社として、４５年前に事業を開始しました。当時の日本国内では、沿岸漁船を中心に、木造船の時代が終焉を迎え、新しい素材のFRPが拡がりを見せ始めていた時期であります。

その頃、私は、大学で「造船工学」の勉強を始めたところでした。もちろん、FRP船の講義はなく、鋼船（どちらかというとタンカー）が主体でした。昭和４９年春、学内の掲示板に「アルバイト募集」という張り紙を見つけ、当時FRP船事業室の技術顧問をなされておられた、故野本謙作教授のところに「私が行ってもいいですか？」と相談したのが、私とニシエフの「つながり」の起点であります。

山口県が一本釣り、棒受け網他の沿岸漁業が盛んで、良好な漁場も近くにあり、漁船の数も多く、市場性を調査し、この地を選択されたのですが、創業３年後には、萩越ヶ浜の延縄漁船のFRP化に取り組むことになり、当初の目論見を超えて、建造船舶が大型化していく時代でした。

本日ご多忙の中、ご出席いただいております、中尾市長様も当時の西日本FRP造船をよくご存じの時代であります。
　設立当初から、私までの間に７人の社長、そして、２００人を超える従業員の方々が、今日の「ニシエフ」を築き、その方々のご苦労を抜きに歴史を語ることはできません。

　造船業を一から始めて、経験を積み重ね、何度も苦しい時代を乗り越えてこれたのも、豊北町粟野地区、そして下関市、山口県のご支援のお陰です。

４０数年前と比べると、国内のFRP造船所の数も激減し、ニシエフは、日本で有数のFRP造船会社になりました。

規模においては、FRP製の掃海艇を建造されるJMU（ジャパンマリンユナイテッド）に次ぐ大きさが、本工場となり、３番目が当社の小浜工場になります。

　日本触媒から　代表取締役　西居専務様と関連事業部　小谷主席様にお越しいただいておりますが、過去FRP造船業に進出した大手企業の中で、このような形で生き残ってきたのは、日本触媒グループだけであります。

辛抱強く、見守っていただけなかったら、今日の日はまずなかったでしょう。

　そして、これからは今までお世話になった、協力会社、関連業者の方々、地元の皆様のご恩に報いるためにも、一緒に手をたずさえて、「ニシエフ」という「旗印」のもとに、”この地域の更なる活性化”　に貢献していきたいと思います。

　船舶事業のみならず、救命艇事業　、特殊艇事業におきましても、防衛省、国土交通省、海上保安庁他　様々な方々からの、ご指導なくして、成長することは叶いませんでした。　私達が、更に技術を磨き、日本国内のみならず、世界で注目される企業になっていくためにも、引き続き、ご指導ご支援をお願いします。

　ニシエフに「組織変更」して、１５年が過ぎました。
「今日が、ZEROからの再スタートである」　という気持ちを、胸に刻んで進んでいきたいと思います。　

本日はどうもありがとうございました。

